
 

 

  

2025.6.25 

報道関係者 各位                                      ＜配信枚数 4 枚＞ 

立命館大学（所在地：京都市中京区、学長：仲谷善雄)の先導的・先進的研究を担う研究者組

織 「 立 命 館 先 進 研 究 ア カ デ ミ ー 」 （ 英 語 名 称 ： Ritsumeikan Advanced Research Academy

（RARA※1）)が主催するシンポジウムを、2025 年 7 月 12 日（土）に、大阪いばらきキャンパスと Zoom

中継のハイブリッドで開催します。 

 テーマは「アート×テクノロジーが"可視化"する未来研究デザイン ─ 異分野融合で挑むデジタ

ル・パブリックヒューマニティーズ」。国内外の第一線で活躍する実務家を招き、RARA フェロー※2/

アソシエイトフェロー※3 が、立命館大学が推進する「デジタル・パブリックヒューマニティーズ」や最新

のプロジェクト・イシューについて解説、議論します。 

◆シンポジウムの見どころ  

「テクノロジー」「企業・社会活動」「人文学」の領域横断リレートーク 

米国よりメトロポリタン美術館キュレー

ターのモニカ・ビンチク氏と Sony 

Innovation Studios にて Senior Vice  

President,Studio Head を務める中山

雅貴氏をはじめ、国際メディアアート・プ

ロデューサーの廣田ふみ氏、立命館大

学デザイン・アート学部及びデザイン・

アート学研究科(設置構想中、2026 年

4 月開設予定）に携わる松葉涼子教授

と３人の RARA フェロー、アソシエイトフ

ェ ロ ー が 、 「 テ ク ノ ロ ジ ー 」 「 企 業 ・ 社 会 活 動 」 「 人 文 学 」 の 領 域 を 横 断 し 語 り 合 い ま す 。 

さらに、本シンポジウムでは、文化財行政におけるデジタルアーカイブの可能性を示すため、立命

館大学と Sony Innovation Studios が共同で二条城に依頼し、学術研究の一環として試験的に進

めている事例を初めて紹介します。 

◆開催概要  

日   時：2025 年 7 月 12 日（土）13 時 00 分～17 時 40 分（12 時 30 分開場） 

会   場：立命館大学 大阪いばらきキャンパス（大阪府茨木市岩倉町 2-150） 

対 象：研究者、高校生、大学生、大学院生、一般市民の皆様 

参 加 費:無料（事前申込制、定員になり次第、申込受付を締め切ります） 

定   員：現地参加 200 名/オンライン参加 500 名 

申 込：以下よりお申込みください。（締切：2025 年 7 月 9 日（水）） 

https://rararits250712.peatix.com/ 

詳細は別紙チラシをご覧ください。 

シンポジウム「アート×テクノロジーが"可視化"する未来研究デザイン 
─異分野融合で挑むデジタル・パブリックヒューマニティーズ─」を開催 

日時：2025 年 7 月 12 日（土）13 時 00 分～17 時 40 分 

会場：立命館大学大阪いばらきキャンパス（大阪府茨木市）（Zoom 配信あり） 

 



※1 立命館先進研究アカデミー（RARA） 

博士後期課程から本大学の中核研究者にいたるまで、それぞれのキャリアステージに合わせた重点的かつ、オーダーメイドな支援が

特徴。「RARA フェロー」「RARA アソシエイトフェロー」に任命し、総勢 42 名が研究活動と成果発信を進めています。 

※2 RARA フェロー 

多様な研究者を繋ぐ Nodes（結合点）としてリーダーシップを発揮する研究者たち。 

※3 RARA アソシエイトフェロー 

先進研究拠点を形成するポテンシャルを有する研究者たち 

 

 

 

※ご取材いただける場合は【7 月 11 日（金）正午まで】に下記までご連絡ください。 

●内容についてのお問い合わせ先 

立命館大学 RARA オフィス 担当：川﨑 

TEL. 075-813-8106 Email. rararits@st.ritsumei.ac.jp 

●取材についてのお問い合わせ先 

立命館大学広報課 担当：岡本・田中 

TEL. 075-813-8300 Email. r-koho@st.ritsumei.ac.jp 

本リリースの配布先： 京都大学記者クラブ、草津市政記者クラブ、大阪科学・大学記者クラブ、文部科学記者会  






